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アクセスMAP

三河ViCreA

■ 担当パートナー ■

※会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です.

日常業務の中での様々な取り組みや考え方を「ＬｉｖｅＯｆｆｉｃｅ」を通じてご紹介しております。
お客様との新たなコラボレーションの場となる私たちのオフィスをぜひ一度ご体感下さい。

Value innovation Creative Area

リコージャパン株式会社 愛知支社 三河事業所

■住所 〒446－0059 安城市三河安城本町１－２３－１
■電話 0566-74-8114
■最寄の交通機関 [JR東海道本線] 三河安城駅 より徒歩10分

■ ViCreAで共有させて頂いた内容を基に、お客様の課題解決へのご提案・更なる情報提供を実施させていただきます。

※RE100：事業に必要な電力を100%再生可能エネルギーで賄うことを
 目指す国際的な企業集団。 世界131社が加盟しており、
日本企業もリコーに続き5社が宣言（2018年5月時点）

リコーでは「脱炭素社会の実現」「循環型社会の実現」を目指し、
新たな環境目標を設定しました。
2030年目標
1. GHGスコープ1※およびGHGスコープ2※を

2015年比30%削減
2. GHGスコープ3※を2015年比15%削減
3. 製品の省資源化率※50%
2050年目標
1. バリューチェーン全体の温室効果ガス

排出ゼロ
2. 製品の省資源化率93%

※GHGスコープ1：自社事業所から直接排出される温室効果ガス
※GHGスコープ2：自社が購入した熱・電気など間接的に排出される温室効果ガス
※GHGスコープ3：調達活動や物流などバリュチェーン全体における温室効果ガス
※省資源化率：総投入資源量に対する新規投入資源削減量の割合

2017年4月に以下を目的とし、日本企業として初となるRE100※への参加を表明しました。
① 再エネの積極活用の企業姿勢をグローバルに明示し、社内の意識づけを図る。
② 推進中の省エネ、創エネなどエネルギー関連ビジネス展開の後押しを図る。
③ ESG投資、各種企業評価制度における評価向上に繋げる。
④ 電力需要家の立場から再エネの必要性を意思表示、供給側の変革を促す。

ご来場予約は
こちら➨



お客様に最適なワークスタイルを、お客様とともに考えます
リコーグループが社内実践で蓄積してきた実績に基づくノウハウや課題解決のヒントをLiveOffice 「ViCreA 三河（ヴィクレア）」を通してお客様にご提供いたします。

三河ViCreA

ワークスタイル・業務効率向上 コンプライアンス・社会貢献 環境経営
◆フリーアドレスレイアウト

◆Activity Based Working

◆コンプライアンス強化（CSR-Week）

◆ 資源分別徹底

◆節電

月初に、コンプライアンスや情報セキュリティ、
営業プロセスなど、ルールどおりに出来ているか、
セルフチェックを実施しています。

◆RE100加盟

◆生物多様性保全活動
 ・森林生態系保全プロジェクト

・植樹
・河川の清掃

◆再生機販売

◆SDGs活動

◆社会貢献活動

◆スケジュール連動会議室予約
◆内部統制
◆募金活動 (Free Wiill）
使用済プリペイドカードや切手、書き損じハガキを
収集し支援団体を通じ（ハガキ600枚等）、約6万円が
発展途上国支援に活用されました。

◆カラーユニバーサルデザイン

顧客満足度向上・社員満足度向上 社会課題解決への貢献

◆e-learning
情報セキュリティや、商品知識などリコ-社員として
必要な知識はグル－プウェアやe-leaｒningで自主的
に学ぶことが出来ます。

◆顧客満足度調査

◆ダイバーシティマネジメント

「照明」や「空調」、「OA機器」などに対し様々な
取組みに挑戦しています。また、社員の省エネ
ルギ－に対する意識を向上させ、継続した活動
にする工夫をしています。

再資源化率100％を目指し、分別を徹底していま
す。ルールBOOKを作成し、掲示することにより
ミスがなくなるようにしています。

◆複合機使用状況報告書サービス
（NetRICOH）

◆リコーコールセンター

一部を除く固定席を廃止し、組織の壁を越えて
コミュニケーション強化するフリーアドレスを採用。
気軽に相談やアドバイスができコミュニケーションが
取りやすい環境を構築しています。

コスト削減
◆出力環境最適化/出力ログ

◆勤務管理

◆ 契約の電子化

出力状況分析により、フロアや業務毎に最適な機種や
台数を算出し「集中配置」しております。効率よく稼働さ
せる為、「ロケーションフリー印刷」機能によりどの機器
からでも出力が可能です。

CSアンケート実施による顧客満足度調査を実施して
います。お客様の企業情報やクレ－ム」情報を共有化
する仕組みを構築し、CS向上に取り組んでいます。

リスクマネジメント
◆災害対策備蓄品

◆ クリアデスク

◆入室管理

◆ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム）

◆IT資産管理（SKYSEA ClientView）
・アプリケーションの使用制限
・USBデバイス使用制限

◆事業継続
・社員安否確認システム

離席/帰宅時は机の上に書類を置かない「クリアデスク」
離席時はディスプレイの電源をオフにし、覗き込みや
なりすましを防止する「クリアスクリーン」を徹底。
セキュリティ体質を強化しています。

災害時の護身、復旧作業または一次待機の為に
社員が社内に留まるのに必要な水や食料などの
生活必需品を準備しています。

・育児や介護支援制度の充実
・毎週月、水は全社一斉のリフレッシュデーの推進
・有給休暇取得率向上の為、記念日休暇など年休
メニュ―を充実

全社員参加の5S活動を行うことで、今まで見えな
かった職場の問題を可視化し、継続的な活動を
実施しています。
オフィスの5S 整理・整頓・清掃・清潔・躾

情報活用
◆営業分析ツール

◆デジタルサイネージ

◆営業支援ツール

SFAを活用し、営業プロセス見える化を実施しています。
お客様とのお取引状況や、訪問履歴などを一元管理
して営業活動を支援しています。

・機器毎の消費電力量や機器使用時のCO₂排出量の確認
・両面、集約機能の利用による用紙削減効果の確認
・機器別の過去1年のトータル出力枚数推移を確認

素早く修理依頼を受付ける為に
ワンナンバ－にて、全国対応。
震災など、万一の際にも対応が可能な
仕組みを構築しています。

セキュリティｶｰﾄﾞを利用した電子ロックの仕組みで
オフィスの入室管理をし、物理的に不法侵入を防止して
います。また１F正面入り口にはAIサーモカメラによる
体温検知とマスク着用管理を実施し、感染症の抑止に
努めています。

お客様や社員へのメッセ－ジをわかりやすく表示する
電子掲示板。社員Kニュースや天気予報等、様々な
情報を発信しています。動きと音がある事で視認の
確立が上がります。

お客様とのお取引情報や訪問履歴から営業活動
を仮説検証。営業を個人活動から組織活動へと
進化させ、的確なマネジメントを実践しています。

「企業市民」としてフードバンクへの寄付活動や
歳末助け合い献血に協力しており、全員参加の
社会貢献活動の１つとして活動に取り組んでいます。

使用したい時に、会議室の
空き状況をカンタンに確認
予約のダブりを防止し予約管理
が出来ます。

事業活動の電力を100%再生可能エネルギーで
まかなうこと目標に掲げる企業が加盟する国際
イニシアチブです。循環型社会の実現と脱炭素社会
の実現の貢献を目指します。
※「再生可能エネルギー」・・・

水力・太陽光・風力・地熱・バイオマス

地域貢献の視点で通常のご提案活動以外
に地域にお役に立てる活動を考え、SDGs競争パート
ナーとして企業間交流のお手伝い等を行っております。

出勤・退社時間・休暇取得など勤務管理を
アプリケーションで実施。また残業の抑制として
終業時間前にポップアップで知らせます。

リコーグループは、目指すべき持続可能な社会の姿を、経済（Prosperity）、社会（People）、地球
環境（Planet）の3つのPのバランスが保たれている社会「Three Ps Balance」として表しています。

社内掲示板、社内情報共有ツール、TV会議、
チャット、アンケート収集・・・

社内周知事項やリコ－グル－プ共通の取組み
商品情報や社員のスケジュ-－ルなど、様々な

社内情報の共有化により、ビジネス効率を高め
ています。

◆テレワーク◆ コミュニケーションスタイル変革◆社内共有コミュニケーション

ワークブース、自席、会議スペース
で遠隔地と気軽にコミュニケーション。

出張費の削減や会議資料作成のコ
スト削減につながります。

「いつでも」「どこでも」「どんなデバイスでも」
様々な「働き方」をサポートできる環境 ファイル

予定表

メール

SNS

外出先

在宅/テレワーク
拠点

この目指すべき社会の実
現に向け、「事業を通じた
社会課題解決」「経営基
盤の強化」「社会貢献」の
3つの活動に取り組み、国
際社会で合意された「持
続可能な開発目標
（SDGs）*」の達成に
貢献していきます。

紙で交わしていた契約書、注文者、検収書
を電子化。感染症リスク回避と共に、収入
印紙の削減、往復の時間、ガソリン代も
削減できCo2削減にも貢献しています。

※2017年4月国内企業初

業務内容に合わせて場所を移動するオフィススタイル
①仕事の効率が上がる
②オフィス空間を効率的に利用できる
③従業員のモチベーション＆満足度UP
上記3点がメリットとして挙げられます。

日本赤十字社様より感謝状

◆5S活動
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